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　社会の少子高齢化にともない、ひとに優

しく良質で経済的な介護サービスを求める

声が高まっています。また、医療/ヘルスケア

の分野では、IoTやクラウドサービスの進展

とも相まって、遠隔モニタリングなどの技術

が普及し始めようとしています。ムラタはこ

のような市場のニーズに応えるため、非接

触型生体モニタリングに新たな価値を提供

するセンサソリューションの開発に取り組ん

でいます。

　ベッドセンサは、ベッドに取り付けること

で生体から生じるわずかな振動を捉えるこ

とができることから、ひとの身体に装着する

ことなく生体情報を取得することを可能にし

ます。ムラタの超高感度・低ノイズのMEMS*

加速度センサとマイクロコントローラに組

み込まれたアルゴリズムで、離床や在床、各

種生体情報を計測し、計測したデータは無

線で送信することができるため、介護現場で

の負担軽減に貢献します。

　ベッドセンサは、新たな事業領域に向け

たムラタのイノベーションの一例です。ムラ

タは、独自の優れた特性を持つセンサを応

用する新たな分野として医療/ヘルスケア市

場に注目しました。入念な市場調査に基い

て研究を重ね、信号の処理機能やアルゴリ

ズムの開発に取り組み、介護機器メーカー

向けだけでなく、システムインテグレーター

向けにセンサ回路、無線モジュールを提供し

ています。

　「ベッドセンサの開発により、私たちはム

ラタが戦略上注力する医療/ヘルスケア市

場での新たなビジネスを開拓しました。ま

た、睡眠分析などの新たな用途への活用に

も高い関心が寄せられており、これらのニー

ズに応える新しい付加機能を開発中です。」

（新規事業推進部　Sten Stockmann）

ヘルスケア領域の新たな扉を開く、
ベッドセンサソリューション。

ムラタのベッドセンサは
非接触式での検知が
可能であり、利用者の
ストレスを軽減します。

*Micro Electro Mechanical Systemsの略で、半導体プロセス技術を用いて
形成した3次元微細構造を持つシステム。
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ベッドセンサはフィンランドに
あるMurata Electronics Oyから
開 発 が ス タ ー ト し 、 中 国 の
Murata(China) Investment Co., 
Ltd.およびSyChip Electronic
 Technology(Shanghai) Ltd.、日本
の小松村田製作所へとグローバル
な協力体制で取り組みました。
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グローバルな協力が
成功の鍵

センサとマイクロコントローラからなるSCA10Hセンサ
モジュールは、介護機器・設備メーカーが自社製品や
病院のベッドに搭載できるよう設計されています。ま
た、各種無線モジュールとの組み合わせにより最適な
ソリューションを提供します。

SCA10Hセンサモジュール

ひとに優しい
ムラタの技術が、
医療/ヘルスケアの
進化に貢献します。
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